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参考文献：「Unityで作るiPhone/Androidアプリ入門」



  

ライセンスについて



  

Unityフリー版でもMacアプリ(.appファイル)、Winアプリ(.exeファイル)、ブラウザ上でUnityのWeb 
Playerで動作する形式の作成が可能で作成物は販売も出来ます。
フリー版の使用については「年間10万ドル（約804万円）以上の収益が無い場合に限り使用出来る」
という制限が有ります。ここでの収益とはUnity使ったプロジェクトのみの話ではなく、
使ってる会社の前年度収益となります。



  



  



  



  

Skyshop…125ドル
・skyshop

UnityでImaged based lightigを使う時に便利なプラグインです。（MARMOSET社）
フリー、プロ版どちらでも動きます。
リアル系インタラクティブコンテンツの制作は今後Skyshopが重要になると思われます。

＊クリックで
デモ再生

http://www.marmoset.co/skyshop
http://www.youtube.com/watch?v=xcBJ5uoMF3E


  

Deltagenとの連携イメージ

はい、3dsmax、vrayそしてunityで作りました

VrayでベイクしたすべてのマップをUnityにもって
いった。　GIもVrayでベイクしました

すごいリアルですね。本当にUnityなんですか??
Vrayのﾘｱﾙﾀｲﾑﾚﾝﾀﾞｰでこんなの見たことないです、
Unityでどうやって作ったんですか？

すべてのライティングは3dsmaxにVrayをいれました
MaxからベイクしたマップをUnityにもっていき、
Unityのライトは使ってません

①Deltaで作ったbump、normal、specularなどマップ
をUnity+Skyshopにもっていく

②UnityでボタンやUIを配置

③案件指定のプラットフォームでパブリッシュし完成

＊画像はVrayとの連携ですが参考として見てください。

http://www.youtube.com/watch?feature=player_embedded&v=mSShJdH1RzY


  

UnityからWebへ

・「UnityのプロジェクトからHTML5環境向けアプリをエクポートするSDK「Frost Discovery SDK for Unity 3D
」

ここの記事を見るとUnityからHTML5を使いWEBブラウザでUnityで作ったゲームをプレイできるようです。

＊クリックで
デモ再生

http://d.hatena.ne.jp/nakamura001/20130401/1364839758
http://www.youtube.com/watch?v=WIR6pUrPJe8&feature=player_embedded


  

業界の動き



  

　「MR Plug-in for Unity」販売中　価格：60万円（税別）

キヤノンITソリューションズ株式会社…「MR Plug-in for Unity」をUnityに
追加し、Unityで作成した高精細3DグラフィックスをMREALで見ることで、
ユーザーの自由な視点で現実世界の中に動きのあるリアルな
3Dグラフィックスを浮かび上がらせることが可能になります。

Unityがターゲットとするゲーム等のエンターテインメント用途のみならず、
高精細CGによる車両・航空機等の大型製品や建築物のデザインレビュー、
生産設備の検討、乗用車や家電製品のバーチャルショールーム、博物館等
での絶滅動植物や古代建造物の復元展示など、幅広い用途でMREALを活用できます。

参考動画・・・http://cweb.canon.jp/solution/possible/mreal/index.html

http://www.canon-its.co.jp/company/news/20130618mr01.html
http://cweb.canon.jp/solution/possible/mreal/index.html


  

DeltaGen Mixed Reality

発売予定（時期未定）　価格未定

 高性能3Dビジュアライゼーションソフトウェア、RTT DeltaGen はCanonのMREALシステムにシームレスに統合され、
ヘッドマウントディスプレイ（HMD）に搭載された立体カメラを通して視覚マーカーを識別します。
HMD内でユーザーの眼前に置かれた二つのディスプレイに仮想オブジェクトが投影され、
現実と仮想世界を滑らかに融合します。 
HMDを装着するユーザーは、この融合環境の中でいかなる角度からも仮想モデルを観察でき、
仮想シーンを操作することも可能です。 
この、現実世界でユーザーにレンダリングとインタラクションを行わせる技術は、
RTT DeltaGenで作られたデジタルアセットの実用性をさらに高め、多くの業界で適用が可能です。 

DeltaGen Mixed Reality 利用シーン　（RTT Japan提供）

＊Delta関係ですが重要そうなので掲載

http://www.canon-its.co.jp/mr/application.html


  

総額

初期投資 Unity　Pro Skyshop FROST 
WEB 
TOOLKIT 
(FWT)

15万7500円 125ドル(約1
万2500円)

調査中 17万円

将来必要か
も

MR Plug-in 
for Unity

DeltaGen 
Mixed 
Reality

60万円 未定 60万円

他にも「NGUI」などUIを組むのに有用なプラグインはあるのですが本格的にラインができるまでは
初期投資で大丈夫だと思われます。

＊Delta関係ですが重要そうなので掲載

必要な環境
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